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はじめに

　水泳・水中運動が身体に対してもたらす運動効

果は高く，浮力，水圧，抵抗の恩恵により身体の

関節に係る負担を軽減し，骨格筋の緊張を緩和し

つつも，運動実施者に対して適度な負荷をかけら

れることが知られている．さらに，そのような体

力トレーニングとしての効果だけでなく心理面へ

のリラクゼーション効果も認められているた

め18)，生涯スポーツとしての人気も高く，特に中

高年以上の層での選択率が高い12)．

　そのような背景もあり，学習指導要領において

水泳は，小学校から高等学校にわたって段階的に

4泳法を身に付けることが技能の目標として示さ

れている．具体的には小学校低学年での「水慣れ

遊び，浮く・もぐる遊び」に始まり，中学年の

「浮く運動，泳ぐ運動」，高学年の「クロール，

平泳ぎ」と展開され4)，中学校では小学校での学

習をベースとして「泳法を身に付け，効率的に泳

ぐ」ことをねらいとして授業が行われる5)．高等

学校ではこれをさらに発展させ「自己に適した泳

法を身に付け，その効率を高めて泳ぐ」が目標と

なっている6)．

　一方で水泳は好き嫌いの分かれる運動であると

言われており，嫌いになる最大の理由として「泳

げないから」を挙げている研究がある8) 14)．また

大学生を対象とした調査では泳能力が低下してい

ることが報告されており3)，多くの学生が少なく

とも中学校までの9年間は水泳を学習しているに

もかかわらず，安定したペースで一定距離を泳ぐ

ことのできる者が極めて少ない7)という結果は学

校体育で行われている水泳指導が何らかの問題を

抱えていることを示していると言えよう．

　中井ら（2013）は大学生に対して各学校期にお

ける水泳授業の振り返り調査を実施し，小学校期

における「浮き身」「息つぎ」の不十分な指導が

現在の水泳の得意度に関連していることを示して

いる7)．「浮き身」と「息つぎ」は水泳の最も基

本的な技能であり，いずれか一つができなくても

「泳ぐ」ことはできない．小・中学生を対象とし

た体育授業における水泳指導に関する書籍を見て

も，所謂つまずきとして必ず取り上げられている

のは，この2項目に関連する技術についてであ

る2) 16)．そして同時にこれらの技能を取得するた
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めの手立ては数多く示されているものの，それに

見合った成果が出ていない，つまり依然として泳

げない者の多くが“身体が浮かない”，“息つぎ

が上手くできない”段階でつまずいている背景に

は水泳特有の指導の難しさが存在していることが

考えられる．酒井ら（1977）は，特に小学校教員

養成課程における将来教員となる学生の泳力不足

を指摘しており11)，これが指導力の不足する一因

として考えられる．また，仙石ら（2009）は小学

校体育水泳授業に参加する児童は，十分な泳力を

獲得している者から初心者までが混在しており，

指導に当たる教員は必ずしも水泳指導に関する専

門的知識を十分に持ちあわせているとは限らない

としている15)．これらの要因に加えて水中という

危険度の高い環境であるが故に，水泳の習熟度が

低い教員ほど，安全管理のためにプールサイドで

の監視の時間が長くなり，児童・生徒一人ひとり

への丁寧な指導を困難とし，このことが児童・生

徒の技能習得を妨げていると考えられる．

　これら問題点の解消に役立ちそうな取り組みと

して，琉球大学が実践しているスノーケリングを

利用した水泳指導がある1)．この報告ではプール

で9時間の授業，海洋で1時間の実習を実施してい

る。その結果として泳力の向上を認めており，水

慣れもままならなかった生徒でさえ25m以上の泳

力を獲得したことを報告している．また、吉田

ら（1999）、遠矢ら（2000）の報告では16) 19)、大

学生を対象としたスノーケリングの授業によって

学生の泳力が向上することが示唆されている。ス

ノーケリングの特長として，まずマスクとスノー

ケルを使用することにより，水に対する恐怖感，

嫌悪感が軽減され，伏し浮きの状態のままで呼吸

を続けることができる点が挙げられる10)．前述し

た水泳指導における大きな障壁のひとつである，

「息つぎ」はマスクとスノーケルの使用によって

回避することができる．そしてスノーケリングが

有するもうひとつの大きな特徴はフィンの装着に

よる浮力と推進力の増大である．マスク，スノー

ケルおよびフィンの装着によってもたらされる身

体の安定は児童に対して精神的なゆとりをもたら

し，フィンを用いたキックが上達するにつれて更

なる身体の安定が得られる9) 17)．これらのスノー

ケリングの特長によって児童の泳力が向上したこ

とが推察されるが，琉球大学での取り組みはス

ノーケリングの技能習得をねらいとした授業実践

であり，泳力の向上を目指した水泳授業ではな

かった．学習指導要領に示されている水泳授業の

最終的な目的が泳法を身に付け，効率的に泳ぐ

こと6)である以上，学校教育における水泳はまず

もって泳力の獲得を目的とすべきであろう．

　このような状況に鑑み，福岡市の小学校では泳

法指導への接続を意図して，スノーケリングを利

用した水泳授業が，福岡県スノーケリング協会，

福岡大学水泳部の協力のもと展開されている．そ

こで本報告では，実際に行われた授業のねらいや

内容，授業実施者の所感などを報告することによ

り，水泳教材としてのスノーケリングの有用性を

示し，また教材として確立するための問題点を探

ることを目的とした．

事例１
開催日時：平成24年6月27・28日

対象者：福岡市立Ｎ小学校6年生110名（27日）お

よび70名（28日）

授業時間：45分

指導者：日本スノーケリング協会公認インストラ

クター5名

補助員：福岡大学水泳部員4名

使用器材：マスク，スノーケル，フィン

事前学習：装備（マスク・フィン）の着用方法、

DVDを用いたレクチャー（計30分）

授業の様子および指導者の所感
　当日は時折雨が降る中，最初は寒がっていた児

童たちは３点セットを身につけ泳ぎのコツをつか

むと，スイスイと気持ちよさそうに泳いでいた．

中でも印象的だったのが，今までの水泳の授業の

影響で，恐怖心のあまりプールサイドをつかんで

離さない児童がおり，過去に浮具を使ったり，マ

ンツーマンで様々な方策を使ったにもかかわら
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ず，なかなか先へ進めなかった児童が，僅か45分

という短い授業時間の中で25mをスノーケリング

で泳ぎきるという効果が現れた．これには学校長

以下，指導に携われてこられた先生方も大変大き

な衝撃を受けたようだ．また，プールサイドで見

学されていた先生方にも，スノーケリングのス

ピード感や常に安定した泳ぎができる感覚が十分

に伝わった感想が得られた．しかしながら，授業

時間が45分と短く，最低60分程度の必要性が感じ

られた．また教員への理解を更に深めるため，教

員対象のスノーケリング教室を課題とする．今回

は6年生が対象であったが，5年生で一度体験後，

6年生で再度体験することで水泳（水）への更な

る興味付けが期待できるため，そのためのしっか

りとしたプログラム作りが必要と感じた．

事例２
開催日時：平成25年7月10日

対象者：福岡市立Ｙ小学校6年生65名

授業時間：75分（休憩10分）

指導者：日本スノーケリング協会公認インストラ

クター7名

補助員：福岡大学水泳部員4名

使用器材：マスク，スノーケル，フィン

事前学習：DVDを用いたレクチャー、用具の紹

Fig.1　生徒の活動場所の配置

Table1　45分授業の内容

介、用具の選び方、装備の着用方法（計45分）

授業の様子および指導者の所感
　昨年度の課題であった授業時間が改善され，梅

雨明けの快晴の中，児童が十分楽しめる環境が

整った中で実施できたことは何よりであった．今

回も泳ぎの苦手な児童全員がスノーケリングで25

ｍを楽々泳ぎきっており，本人はもちろん担任の

先生が手を叩いて喜んでいた姿が大変印象的で

あった．このことから，あらためてスノーケリン

グのもつポテンシャルを会場全体が感じていたよ

うだった．

スノーケリングを用いた水泳指導の有用性と今後

の課題
　本報告における特筆すべき点としては，やは

り，45～75分のたった1回の授業で，これまでほ

とんど泳ぐことのできなかった児童がスノーケリ

ングで25ｍを泳ぐ経験ができた点に尽きるであろ

う．もちろんスノーケリングの器材を着用して泳

いでおり，また本事例の授業内では器材非装着で

の泳力は測定・観察できていないため，学習指導

要領にて求められている技能としての泳力は未知

数である．しかしながら，25ｍを泳ぎ切ったとい

う経験は学習者である児童の動機づけとして働く

ことは疑いのないところであり，また運動学的側

面からも姿勢の保持，キック動作の習得に対して

有効に作用していることが推察される．

※下永田（2008）は大学生を対象にフィンを使っ

て指導した効果について説明しており，泳ぎの苦

手な学生の方がスピードの向上割合が高かったこ

とを示している．さらにこの点について，学習者

の技能に対する直接的な作用を説明するだけでな

く，学習者間のタイム差が縮まることによって，

従来は泳力別で行われていたグループ分けが泳力

に関わらずできるようになり，お互いの教え合い

を促進する効果が期待できると述べている13）．

このことから水泳授業における教材としてスノー

ケリングを用いることは，学習者の練習時間の確

保および指導者の負担を軽減する恩恵があると言
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える．

　一方，学校体育で教材化するための課題とし

て，現状はスノーケリング協会のインストラク

ターの協力によって講習会という形式で行われて

いる点が挙げられる．スノーケリングを用いた指

導の有用性は前述した通りであるが，今後，泳力

の向上を目的とした授業に取り入れていくために

は，単元の中での位置づけを明確にし，教材とし

ての特性を客観的に分析する必要がある．つま

り，観察評価や泳動作分析を用いて技能の変容を

捉えることにより，どのような段階の学習者に対

して有効であるかなどを明らかとし，形成的授業

評価により知識・関心・態度への効果を見ること

も検討事項と言えるだろう．さらに情意的な効果

について検討するために運動有能感や自己効力感

の変化を測ることも重要な課題であろう．これら

の検証を実行するためには，まずもって教員がス

ノーケリングの技術を習得しなければならない．

さらに授業運営の観点からも将来的には学校教員

だけでスノーケリングを用いた授業運営がなされ

ることが望ましい．本報告で紹介した事例では，

器材はスノーケリング協会によって，またインス

トラクターの人件費は福岡大学の地域ネット推進

室によって援助が行われている．今後，スノーケ

リングを用いた教材を広めていくにあたっては，

教員の自己研鑚と行政のバックアップは不可欠な

ものであり，それらを導き出すために客観的な根

拠が必要となるであろう．

図表の説明

Picture 1. フィンの選定の様子 Picture 2. フィンの使い方の指導

Picture 3. 泳法指導の様子 その１
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